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来
て
い
る
。
流
動
性
選
好
説
に
つ
い
て
は
、
狭
義
の
流
動
性
選
好
説
に
留

(
1
)
 

ま
ら
ず
、

Ml
も
ま
た
は
「
フ
ィ
ナ
ン
ス
」
の
問
題
も
加
兄
て
広
義
の
も
の

と
な
っ
て
お
る
し
、
貸
付
資
金
説
に
つ
い
て
は
、
実
物
的
な
貯
蓄
•
投
資

(

2

)

 

の
枠
か
ら
、
更
に
貨
幣
の
保
蔵
ま
た
は
退
蔵
の
問
題
も
加
え
て
広
義
の
も

こ
の
よ
う
な
拡
張
解
釈
が
な
さ
れ
た
上
で
、
展
開
さ
れ
た
お
も
な
論
争

流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

の
へ
と
拡
張
解
釈
が
な
さ
れ
て
来
て
い
る
。

動
性
選
好
説
な
り
、
貸
付
資
金
説
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
張
解
釈
が
加
え
ら
れ
て

に
述
べ
れ
ば
、
流
動
性
選
好
説
は
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
貨
幣
に
対
す
る
需

念
で
把
握
す
る
か
に
よ
り
、
そ
れ
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
理
論
は
そ
れ
ぞ
れ

異
っ
た
も
の
に
な
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
と
典
型
的

一
三
五

合
の
貨
幣
又
は
債
券
を
フ
ロ
ー
の
概
念
で
把
握
す
る
か
、
ス
ト
ッ
ク
の
概

説
ま
た
は
貸
付
資
金
説
と
の
対
立
で
あ
る
。

第
二
は
、
ス
ト
ッ
ク
分
析
か
フ
ロ
ー
分
析
か
の
問
題
で
あ
る
。
貨
幣
又

は
債
券
の
需
給
関
係
に
よ
り
利
子
率
は
決
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
場

争
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
論
争
を
通
じ
て
、
流
好
説
と
、
債
券
の
需
給
関
係
に
よ
り
利
子
率
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
債
券

子
の
流
動
性
選
好
説
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
従
来
の
貸
付
資
金
説
と
の
間

に
は
、
そ
れ
ら
両
者
間
の
異
同
な
い
し
は
対
立
点
を
囲
っ
て
、
多
く
の
論

給
関
係
に
よ
り
利
子
率
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
貨
幣
説
ま
た
は
流
動
性
選

第
一
は
、
貨
幣
方
程
式
か
債
券
方
程
式
か
の
問
題
で
あ
る
。
貨
幣
の
需

ケ
イ
ン
ズ
の
『
一
般
理
論
』
以
後
、
そ
こ
で
明
示
的
に
展
開
さ
れ
た
利
点
は
次
の
三
つ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

研
究
ノ
ー
ト

貞

流

動

性

選

好

説

と

貸

付

資

金

説

木

|
D
.
。
ハ
テ
ィ
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キ
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の
所
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中
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に
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展
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給
関
係
で
利
子
率
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
貸
付
資

明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
静
学
分
析
か
動
学
分
析
か
の
問
題
で
あ
る
。
先
の
二
つ
の
問

し
か
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
論
争
点
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
な
も
の
で
は
な

く
、
互
い
に
相
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
論
者
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
他
の
論
者
達
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ら
の
論

争
点
の
中
で
ど
ち
ら
か
を
自
己
の
も
の
と
し
て
議
論
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
我
々
は
、
そ
れ
ら
の
論
争
点
を
綜
合
的
な
視
点
か
ら
考
え

き
な
課
題
の
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、
利
子
率
と
い
う
要
因
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の

(

3

)

 

で
あ
る
。
こ
こ
で
、
利
子
率
が
実
物
経
済
だ
け
で
単
独
に
決
定
さ
れ
る
の

(

4

)

（

5
)
 

で
あ
る
な
ら
ば
、
又
、
貨
幣
経
済
だ
け
で
単
独
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る

ば
、
こ
の
問
題
は
、
貨
幣
経
済
と
実
物
経
済
と
の
間
に
架
橋
さ
れ
る
一
っ

は
貨
幣
経
済
と
実
物
経
済
と
の
架
橋
と
い
っ
た
貨
幣
的
経
済
理
論
上
の
大

狭
い
枠
の
中
だ
け
で
解
決
出
来
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
底
辺
に

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
単
に
利
子
理
論
と
い
う

し
て
来
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

題
が
、
静
学
分
析
で
対
立
し
な
い
と
し
て
も
、
動
学
分
析
に
移
れ
ば
対
立

金
説
は
フ
ロ
ー
と
し
て
の
貸
付
資
金
に
対
す
る
需
給
関
係
で
利
子
率
を
説

な
ら
ば
、
問
題
は
非
常
に
簡
単
に
な
る
。
し
か
し
、
実
物
経
済
と
貨
幣
経

済
と
が
完
全
に
二
分
化
さ
れ
ず
、
更
に
貨
幣
が
非
中
立
的
な
場
合
を
考
え

(

6

)

 

ん
と
す
る
こ
と
か
ら
問
題
が
困
難
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

E
C
o
n
o
m
i
c
0
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
論
文

Liquidity

P
r
e
f
e
r
e
n
c
e
 _and 

L
o
a
n
a
b
l
e
 F
u
n
d
s
 :
 St
o
c
k
 a
n
d
 F
l
o
w
 
A
n
a
l
y
s
i
s
 
w
-
&ヽ
心
に
｀
し
て
、

(

7

)

 

前
述
の
三
つ
の
問
題
へ
の
接
近
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

註

(
1
)
ケ
イ
ン
ズ
・
ロ
．
＾
ー
ト
ソ
ン
論
争
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
、
取
引
動
機
に
よ
る
貨
幣
需
要
＂
＂

活
動
貨
幣
需
要
も
積
極
的
に
考
え
た
上
で
の
広
義
の
流
動
性
選

好
説
が
通
説
と
な
っ
て
来
た
。
そ
う
な
る
と
、
所
得
水
準
が
一

定
で
な
い
か
ぎ
り
、
貨
幣
存
在
蓋
と
利
子
率
と
の
間
に
は
一
義

的
な
関
係
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
即
ち
所
謂

L

M

曲
線
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
ヒ
ッ
ク

ス
、
ハ
ン
セ
ン
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て

は
、
拙
稿
「
利
子
理
論
と
価
格
可
変
性
」
（
『
経
済
論
集
』
第

十
三
巻
第
三
号
所
収
）
第
二
節
で
説
明
し
た
。

(
2
)
こ
れ
は
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
に
よ
り
、
貸
付
資
金
説
の
立
場
か
ら

積
極
的
に
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

^
'
M
r
•
K
e
y
n
e
s
 a
n
d
 

t
h
e
 
R
a
t
e
 
of 
Interest," 
(in 
E
s
s
a
y
s
 
in 
M
o
n
e
t
a
r
y
 

Theory, 
1
9
4
0
)
 
p
p
.
 1
2
 1
 13
.
 

に辞
t

し
い
珀
吐
明
が
あ
る
。
同

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、

D
.
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五
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年
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様
の
説
明
は
、
そ
れ
以
後
の
文
献
で
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
ケ
イ
ン
ズ
が
『
一
般
理
論
』
で
批
判
し
た
よ
う
な
古
典
派

理
論
と
し
て
で
は
な
く
、
即
ち
実
物
的
な
貯
蓄
と
投
資
で
利
子

率
の
決
定
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
貨
幣
的
要
因

も
積
極
的
に
加
味
し
た
上
で
の
貸
付
資
金
の
需
給
関
係
で
利
子

率
の
決
定
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ウ
ィ
ク
セ
ル
の
「
累
積
過
程
」

が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は

そ
れ
が
決
し
て
発
散
的
な
も
の
で
は
な
く
、
累
積
過
程
は
一
っ

の
動
学
的
均
衡
化
過
程
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
動
学
的
安
定
条
件

の
吟
味
を
す
れ
ば
収
敏
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

D. P
a
t
i
n
k
i
n
;
 M
o
n
e
y
,
 I
n
t
e
r
e
s
t
 
a
n
d
 Prices, 
1
9
5
6
.
 
p
p
.
 

1
6
4
,
 
2
5
8ー

9
,

4
2
5ー

3
3
.

(
4
)
例
え
ば
、
ボ
ェ
ー
ム
n
パ
ヴ
ェ
ル
ク
の
利
子
率
決
定
論
の
よ

う
に
。

(
5
)
例
え
ば
、
狭
義
の
流
動
性
選
好
説
の
よ
う
に
、
貨
幣
量
（
こ

れ
は
本
来
、
不
活
動
貨
幣
で
あ
る
が
）
が
与
え
ら
れ
る
な
ら

ば
、
流
動
性
選
好
曲
線
と
の
交
点
に
よ
り
、
一
義
的
に
利
子
率

が
決
定
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
6
)
こ
の
点
は
、
ラ
ン
ゲ
・
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
論
争
と
い
う
形
で
明

示
的
に
出
て
来
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
問
題

を
取
り
出
し
て
、
次
回
は
発
表
し
た
い
。
‘

(
7
)
J
.
W
・
コ
ナ
ー
ド

(
A
n
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
to 
the T
h
e
o
r
y
 

流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

o
f
 Interest, 
1
9
5
9
,
 

C
h
.
 
Xll)
が
こ
の
問
題
を
積
極
的
に
取

り
上
げ
て
．
、
非
常
に
詳
細
な
分
析
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
分
析
は
全
て
、
所
得
水
準
と
価
格
水
準
一
定
と
い
う
仮
定

の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
分
析

せ
る
結
果
を
、
本
稿
第
三
節
の
方
程
式
体
系

(
1
7
)
(
1
8
)
(
1
9
)

で
説
明
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
所
得
水
準
と
価
格

水
準
一
定
と
い
う
仮
定
か
ら
、
商
品
市
場
に
不
均
衡
の
発
生
す

る
こ
と
は
な
く
、

(
1
7
)

式
は
恒
等
式
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

第
一
図
か
ら

C
C
曲
線
は
消
え
去
り
、

M
M
,
i
:四
線
と

B
B
曲

線
が
残
る
だ
け
と
な
る
。
し
か
し
、
価
格
水
準
が
一
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
動
学
的
変
動
過
程
は

PO
を
通
る
垂
直
線
上
の
上
下

運
動
と
な
る
。

命
題
は
、

(
1
)
財
の
数
と
超
過
需
要
方
程
式
の
数
が
一
致
す
れ
ば
、
ワ
ル
ラ
ス
の

で
な
く
な
る
。
従
っ
て
、

(n)
貨
幣
の
超
過
需
要
方
程
式
を
除
き
、
残
り
の
商
品
と
債
券
の
超
過

一
三
七

法
則
に
よ
り
、
超
過
需
要
方
程
式
の
中
、
少
な
く
と
も
―
つ
は
独
立

う
。
ヒ
ッ
ク
ス
の
説
明
は
二
つ
の
命
題
で
以
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
第
一
の

(

1

)

 

ま
ず
第
一
の
問
題
に
接
近
す
る
た
め
、
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
る
説
明
を
み
よ
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う
。
こ
の
批
判
は
当
然
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
云
っ
て
ヒ
ッ

ビ
ー
ナ
ッ
ツ
利
子
理
論
と
で
も
称
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ

(
P
)
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
、
即
ち
、

入、

I
)
及
び
期
首
に
既
発
行
せ
る
債
券
へ
の
利
子
支
払
い
に
よ
る
も
の

も
の

(
d
)
、
計
画
せ
る
貸
出
し
に
よ
る
も
の
（
！
計
画
せ
る
債
券
の
購

逆
に
、
あ
る
個
人
が
そ
の
期
間
中
に
支
払
う
貨
幣
の
フ
ロ
ー
の
大
き
さ

(

7

)

 

(
1
)
 

子
理
論
を
分
類
す
る
の
は
意
味
の
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
第

程
式
を
除
き
、
残
り
の
商
品
と
貨
幣
の
超
過
需
要
方
程
式
に
よ
り
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
除
去
す
る
超
過
需
要
方
程
式
に
よ
り
利

需
要
方
程
式
に
よ
り
決
ま
る
均
衡
利
子
率
は
、
債
券
の
超
過
需
要
方

腸
西
大
學
『
経
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
号

ま
る
均
衡
利
子
率
と
同
じ
で
あ
る
。

(

2

)

 

こ
の
第
一
の
命
題
は
一
般
均
衡
理
論
の
分
析
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
一
の
命
題
よ
り
、
ヒ
ッ
ク
ス
は
次
の
よ
う
な
第
二
の
命
題
を
展
開

す
る
、

(11)
貸
付
資
金
説
又
は
債
券
説
と
い
う
の
は
、
貨
幣
の
超
過
需
要
方
程

式
を
除
い
た
場
合
の
利
子
理
論
で
あ
り
、
流
動
性
選
好
説
又
は
貨
幣

説
と
い
う
の
は
、
債
券
の
超
過
需
要
方
程
式
を
除
い
た
場
合
の
利
子

理
論
で
あ
る
。
従
っ
て

(n)
よ
り
、

.（
II)
貸
付
資
金
説
は
流
動
性
選
好
説
と
同
じ
で
あ
る
、

と
い
う
結
論
に
到
達
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
除
か
れ
る
独
立
で
な
い
―
つ
の
超
過
需
要
方
程
式
が
、

貨
幣
で
も
債
券
で
も
な
く
、
商
品
の
中
の
な
に
か
、
例
え
ば
ビ
ー
ナ
ッ
ツ

で
あ
っ
た
場
合
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
、
即
ち
利
子
理
論
の
名
称

(

3

)

 

を
何
と
す
る
の
か
、
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
ど
ち
ら
の
利
子

理
論
だ
と
も
積
極
的
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
敢
え
て
云
う
な
ら
ば

一
の
命
題
が
成
立
す
る
限
り
、
ど
の
超
過
需
要
方
程
式
を
除
い
て
も
、
同

(

4

)

 

じ
均
衡
利
子
率
の
存
在
す
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

そ
こ
で
次
は
第
一
の
命
題
に
つ
い
て
吟
味
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
単
純

な
交
換
経
済
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
あ
る
個
人
は
、
い
つ
も
期

首
に
そ
の
期
間
中
の
経
済
行
動
に
つ
い
て
計
画
す
る
と
い
う
期
間
分
析
の

手
法
を
採
用
す
れ
ば
、
あ
る
個
人
が
そ
の
期
間
中
に
受
け
と
る
貨
幣
の
フ

(

5

)

 

ロ
ー
の
大
き
さ

(
I貨
幣
の
フ
ロ
ー
の
需
要
、

fd)
は
、
計
画
せ
る
商
品

の
販
売
に
よ
る
も
の
(

S

)

、
計
画
せ
る
借
り
入
れ
に
よ
る
も
の

(
I計

(

6

)

 

画
せ
る
債
券
の
発
行
、

b
)
及
び
期
首
に
保
有
し
て
い
る
債
券
へ
の
利
子

支
払
い
に
よ
る
も
の
(

r

)

に
よ
り
規
定
さ
れ
る
、
即
ち
、

f
d
肌
s+b+r.

(
I貨
幣
の
フ
ロ
ー
の
供
給
、

JB)
は
、
計
画
せ
る
商
品
の
購
入
に
よ
る

ク
ス
の
命
題
を
全
部
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
の
命
題
の
み
を
否

一
三
八
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も
、
均
衡
利
子
率
に
変
化
は
な
い
が
、
除
去
す
る
超
過
需
要
方
程
式
に
よ

ち、

流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
に
よ
り
、
ど
の
超
過
需
要
方
程
式
を
除
去
し
て

こ
れ
よ
り
、
第
一
の
問
題
に
関
し
て
は
次
の
結
論
が
出
て
来
る
、
即

こ
れ
よ
り
、

全
体
と
し
て
の
貨
幣
の
フ
ロ
ー
ヘ
の
超
過
需
要

F
d
ー
Fs111(S
ー
D
)
＋（
B
ー
L
)
+
（R
ー
P
)

(

8

)

 

と
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で

R
|
p
1
1
1
0

と
す
れ
ば
、
固
式
は
、

F
dー
F
•
111(Sー

D
)
+（

B
|
L
)

と
な
る
。
⑥
式
よ
り
、
貨
幣
市
場
と
商
品
市
場
の
需
給
を
均
等
に
す
る

(
F
d
ー
F
'
=
0, 
S
ー
D
1
1
0
)
利
子
率
と
価
格
は
、
当
然
、
債
券
市
場

も
均
衡
に
す
る

(
B
ー
L
I
I
O
)
。
同
じ
よ
う
に
、
債
券
市
場
と
商
品
市
場

命
題
ー
の
成
立
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

も
、
当
然
、
貨
幣
市
場
を
均
衡
に
す
る

(
F
|
F
s
1
1
0
)
。
そ
の
た
め
、

の
需
給
を
均
等
に
す
る

(
Bー

L
1
1
0, 

S
ー
D
1
1
0
)
利
子
率
と
価
格

(
6
)
 

(5) 

ま‘
＇ と

な
る
。

F
'
1
1
1
D
+
L
+
p
 

(4) 

F
d
1
1
1
s
+
B
+
p
`
 

(3) 

せ
る
貨
幣
の
フ
ロ
ー
の
需
要
量
と
供
給
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

こ
こ
で
経
済
全
体
の
個
人
を
総
計
す
れ
ば
、
期
首
に
各
個
人
全
て
が
計
画

/8=-d +
l
+
p
.
 

(2) 

註

(
1
)
J
.
 R• 

H
i
c
k
s
 ;
 V
a
l
u
e
 a
n
d
 Capital• 

2
n
d
 ed. 
1
9
4
6
,
 

p
p
.
 1
5
4ー

5
,

1
6
0
 1
 2.
 

(
2
)
こ
の
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
と
関
連
し
て
、
セ
イ
の
法
則
、
同
次

性
の
公
準
、
実
物
交
換
経
済
、
二
分
法
、
貨
幣
ヴ
ェ
ー
ル
観
と

い
っ
た
問
題
に
関
す
る
議
論
は
次
回
に
譲
る
。

(
3
)
こ
の
批
判
は
、

A
・
ラ
ー
ナ
ー
に
よ
る
。

(
4
)
均
衡
利
子
率
が
一
義
的
に
決
ま
る
か
、
ま
た
一
義
的
に
決
ま

る
湯
合
そ
れ
は
経
済
的
に
意
味
の
あ
る
正
値
を
と
る
か
、
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
般
均
衡
理
論
の
解
の
存
在
性
と
有
意

性
の
問
題
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
数
学
に
よ
る
厳
密

な
証
明
の
展
開
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ
れ
に
ふ

れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
吉
本
真

二
『
利
子
率
』
昭
和
三
十
七
年
が
詳
し
い
。

(
5
)
こ
こ
で
「
貨
幣
」
と
い
う
用
語
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
「
通

貨
」
と
い
う
意
味
に
解
す
ぺ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
が
現

金
で
あ
ろ
う
と
、
銀
行
勘
定
を
通
じ
て
の
預
金
通
貨
で
あ
ろ
う

と
問
題
に
し
て
い
な
い
。
と
に
か
く
、
購
買
力
で
あ
れ
ば
良
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
6
)
こ
こ
で
「
債
券
」
と
い
う
用
語
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
「
永

久
年
金
」
と
い
う
意
味
に
解
す
ぺ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ

は
購
買
力
と
し
て
顕
在
す
る
の
で
は
な
く
、
通
貨
と
交
換
さ
れ

一
三
九

り
、
利
子
理
論
を
類
別
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
。
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開
西
大
學
『
経
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
号

る
と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
購
買
力
に
転
化
し
う
る
も
の
で
あ

る
。
と
い
っ
て
も
、
商
品
の
よ
う
な
実
物
財
で
も
な
い
。
こ
れ

よ
り
「
債
券
」
は
債
権
・
債
務
関
係
を
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

(
7
)
。
ハ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
山
式
を
恒
等
式
に
し
な
い
で
、
等
式
に
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
定
義
式
で
あ
る
た
め
、
恒
等
式
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
以
下
佃
式
ま
で
同
様
で
あ
る
。

(
8
)
い
か
な
る
利
子
率
と
価
格
水
準
の
も
と
で
も
、
利
子
支
払
い

と
利
子
受
取
り
と
は
、
い
つ
も
総
計
に
於
い
て
等
し
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
こ
の
様
な

こ
と
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
前
註

(
6
)
で
説
明
し
た
よ

う
に
、
バ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
債
券
が
「
永
久
年
金
」
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
元
本
と
確
定
利
付
と
い
う
こ
と
に
よ
る
と
考
え

れ
ば
、
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
個
々
人
の
場
合
に
は

存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
の
説
明
は
、

コ
ナ
ー
ド
の
前
掲
書
一
五
九
ー
一
六
ニ
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
。

次
に
第
二
の
問
題
、
即
ち
フ
ロ

1
分
析
と
ス
ト
ッ
ク
分
析
の
問
題
に
移

ろ
う
。
⑥
式
に
よ
る
議
論
は
全
て
フ
ロ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
、
流
動
性
選
好
説
は
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
に
対
す
る
需
給
関
係
よ
り
利

子
率
の
決
定
と
変
動
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
、

と
な
る
。
こ
こ
で
⑨
式
と
⑥
式
の
右
辺
を
そ
れ
ぞ
れ
較
べ
れ
ば
、
同
じ
で

れ
ば
、

M
d
-
M
o
 111(Sー

D
)
+
（
B
|
L
)

と
な
る
。
こ
こ
で
も
先
の
よ
う
に

R
-
P1110 

(
9
)
 

と
し
、
⑧
式
を
変
形
す

(8) 

と
な
る
。
こ
こ
で
経
済
全
体
の
個
人
を
総
計
す
れ
ば
、
期
末
に
各
個
人
全

(
7
)
 

フ
ロ
ー
分
析
と
ス
ト
ッ
ク
分
析
と
の
関
連
を
吟
味
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

(

1

)

 

‘
.
o
 ＇ そ

の
た
め
、
再
び
先
の
単
純
な
交
換
経
済
に
還
り
期
間
分
析
の
手
法
を

用
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
の
関
連
を
吟
味
し
ょ
う
。
あ
る
個
人
が
期

首
の
経
済
計
画
に
於
い
て
、
期
末
に
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
を
記
だ
け
保
有
せ
ん

と
す
る
な
ら
ば
、
期
首
に
保
有
し
て
い
る
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
(

m

o

)

に
、
期

間
中
の
経
済
活
動
を
通
じ
て
の
貨
幣
残
高
{

(

S

ー
d
)
＇T
(
b

ー
l

)

＋（
r
|
P
)｝

(
2
)
 

を
加
を
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
、
即
ち
、
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
を
増
大
し
ょ

う
と
す
れ
ば
、
商
品
の
超
過
供
給
(

S

|
d
)

を
増
す
な
り
、
借
り
入
れ
残

高
(
b

ー
l

)

を
増
す
な
り
、
又
は
両
方
を
す
る
な
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
逆
は
逆
で
あ
る
。
従
っ
て
、

m
d
1
1
1
m
o
+
（
s
|
d
)
＋

(
b—
l
)＋
（r
ー

P
)

て
が
保
有
せ
ん
と
計
画
す
る
貨
幣
ス
ト
ッ
ク
は
、

M
d
 111 M
o
 +（
S
|
D
)
+
（
Bー

L
)
＋
（
R
I
P
)

一
四
〇
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す
る
債
券
の
ス
ト
ッ
ク
と
す
れ
ば
、
期
末
に
保
有
せ
ん
と
す
る
債
券
の
ス

同
じ
こ
と
は
債
券
の
場
合
に
つ
い
て
も
成
立
す
る
。

COを
期
首
に
保
有

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
利
子
率
の
決
定
と
変
動
に
つ
い
て
関
連
の

ト
ッ
ク
と
し
て
の
供
給

(Mo)
と
フ
ロ
ー
と
し
て
の
供
給

(Fs)
は
そ
れ

ぞ
れ
大
き
さ
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
貨
幣
の
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
超
過
需

要

(
M
d
-
M
o
)
は
フ
ロ
ー
と
し
て
の
超
過
需
要

(
F
d
|
F5)
に
等
し

い
、
換
言
す
れ
ば
、
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
は
需
要
量
と
供
給
量
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
超
過
需
要
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
全
く

あ
る
の
は
、
需
要
と
供
給
の
そ
れ
ぞ
れ
の
絶
対
量
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の

差
、
即
ち
超
過
需
要
の
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
利
子
率
の
決
定
と

変
動
に
関
し
て
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
分
析
も
フ
ロ
ー
に
よ
る
分
析
も
共
に
同

じ
均
衡
利
子
率
を
も
た
ら
す
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ス
ト
ッ
ク
分
析
で
あ

ろ
う
と
フ
ロ
ー
分
析
で
あ
ろ
う
と
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
な

(

3

)

 

る。ト
ッ
ク

(ed)
と
、
期
末
に
既
発
行
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
せ
ん
と
す
る

流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

註

(
1
)
チ
ャ
ン
に
よ
る
批
判
へ
答
え
る
た
め
で
あ
る
。

(
2
)

「
期
末
の
ス
ト
ッ
ク
は
期
首
の
ス
ト
ッ
ク
と
期
間
中
の
純
流

入
と
の
和
に
等
し
く
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

D.

P
a
t
i
n
k
i
n
 
;
 

M
o
n
e
y
,
 
I
n
t
e
r
e
s
t
 
a
n
d
 Prices, 
1
9
5
6
,
 
p. 
3
0
3
.
 

(
3
)
勿
論
、
こ
の
場
合
、
ス
ト
ッ
ク
分
析
の
場
合
の
期
間
の
長
さ

と
、
フ
ロ
ー
分
析
の
場
合
の
期
間
の
長
さ
は
等
し
い
と
い
う
前

提
の
も
と
で
の
談
論
で
あ
る
。
期
間
の
長
さ
が
異
な
れ
ば
、
例

で
あ
る
。

一
四

ー
分
析
に
よ
ろ
う
と
結
果
に
変
化
は
な
い
、
即
ち
、
均
衡
利
子
率
は
同
じ

期
間
の
長
さ
を
同
じ
に
す
る
限
り
、
ス
ト
ッ
ク
分
析
に
よ
ろ
う
と
、
フ
ロ

こ
れ
よ
り
、
第
二
の
問
題
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
結
論
が
出
て
来
る
。

来
な
い
。 C

dー
c
•
1
1
1
L
|
B
 

と
い
う
関
係
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
よ
り
、
貨
幣
の
ス
ト
ッ
ク
と

し
て
の
需
要

(Md)
と
フ
ロ
ー
と
し
て
の
需
要

(Fd)
、
及
び
貨
幣
の
ス

と
な
り
、
債
券
市
場
で
の
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
超
過
需
要

は
フ
ロ
ー
と
し
て
の
超
過
需
要

(
L
|
B
)
に
等
し
い
。

の
場
合
に
も
、
ス
ト
ッ
ク
分
析
か
フ
ロ
ー
分
析
か
と
い
う
問
題
は
生
じ
て

と
な
る
。
こ
れ
よ
り
、

cs 111 C
o
 +
B
 

M
dー

M
o
111Fdー

ps

(10) 

C
d
 111 C
o
 +
L
 

あ
る
た
め
、

債
券
の
ス
ト
ッ
ク

(cs)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

(13) 

(
C
d
 |
 
c•) 

従
っ
て
、
債
券

0
 2)
 
s 
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問
題

I

ス
ト
ッ
ク
分
析
か
フ
ロ
ー
分
析
か
ー
も
共
に
相
違
の
な
い
こ

は
全
て
静
学
分
析
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
静
学
分
析
に
よ
る

縣
西
大
學
『
経
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
号

え
ば
、
ス
ト
ッ
ク
分
析
は
月
単
位
で
、
フ
ロ
ー
分
析
は
週
単
位

で
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
当
然
両
者
の
間
に
相
違
が
出
て
来

る
。
し
か
し
こ
こ
で
用
い
て
い
る
期
間
分
析
の
手
法
は
ロ
パ
ー

ト
ソ
ン
の
「
日
」
又
は
ヒ
ッ
ク
ス
の
「
週
」
に
よ
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
期
間
の
長
さ
の
差
は
出
て
来
な
い
、
即
ち
、
貨
幣
の

流
通
速
度
が
1
と
い
う
前
提
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
、
ク
ロ
ワ
ー
の
批
判
と
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
反
批

判
を
参
照
さ
れ
た
し
。

R. 
W. 
Clower, 
"Stock 
a
n
d
 
F
l
o
w
 
Quantities 
:
 A
 

C
o
m
m
o
n
 Fallacy,"
お
よ
び

D.
Patinkin, 
"Reply,''Eco ,
 

ミ

omica,
A
u
g
.
 1
9
5
9
.
 

最
後
に
、
第
三
の
問
題
に
移
っ
て
行
こ
う
。
こ
れ
ま
で
の
二
つ
の
問
題

限
り
、
第
一
の
問
題
~
幣
方
程
式
か
債
券
方
程
式
か
！
~
も
、
第
二

と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
動
学
分
析
で
は
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う

(

1

)

 

か。
こ
の
問
題
を
吟
味
す
る
た
め
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
次
の
よ
う
な
モ
デ
ル

(

2

)

 

を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
、
商
品
、
労
働
、
債
券
、

と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
が
均
衡
状
態
に
あ
る
と
し
て
も
、

)
I
Y
o
1
1
0
 

M
o
 

F
(
Y
o
.
r
-
7
 

0

)

 1
1
0
 

1
 

M
 

p
 

B
(
Y
o
,
 

,
 

r
 

ー

0

M
o
 

M
o
 

ー

了

ー

ー

ー

p

p

 

L
(
Y
o
.
r
.
 

(19) 

(10 

(17) 

質
所
得
は
一
定
と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
均
衡
条
件
は
、

し
か
し
、
こ
の
完
全
雇
傭
の
仮
定
を
す
れ
ば
、
生
産
函
数
を
通
じ
て
、
実

全
雇
傭
で
あ
る
と
い
う
古
典
派
的
世
界
を
仮
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

示
し
て
い
な
い
の
は
、
労
働
市
場
が
い
つ
も
均
衡
し
て
い
る
、
即
ち
、
完

と
な
る
。
こ
こ
で
労
働
市
場
に
つ
い
て
の
超
過
需
要
函
数
と
均
衡
条
件
を

ぞ
れ
、

)—
Y110 

M
o
 

F
(
Y
Jー

F,

B
(
Y
,
 +• 
~')

110 

ー

0

M
o
 

M
o
 

|
-
ー
|
|
ー

p

p

 

L
(
Y
-
r
-

（
亜
即
叫
革
）

（
湾
泰
ヨ
葦
）

（
宝
湘
T
h
．曲）

一
四

(
1
6
)
 

U
S
)
 

(l4 

貨
幣
の
四
つ
の
市
場
よ
り
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
で
の
超
過
需
要
函
数

(

3

)

 

は
実
質
所
得

(
Y
)
、
利
子
率
（
こ
と
実
質
残
高

(
M
-
P
)
に
依
存
す

(

4

)

 

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
市
場
で
の
均
衡
条
件
は
、
そ
れ
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A
 0)
で
あ
る
た
め
債
券
価
格
の
下
落
、
従
っ
て
利
子
率
の
上
昇
が
あ

(

7

)

 

る
。
貨
衡
市
場
の
市
場
均
衡
曲
線
は

M
M曲
線
で
示
さ
れ
て
お
り
、

M
M

曲
線
の
左
側
は
超
過
供
給

(
M
A0
)

で
あ
る
た
め
利
子
率
の
下
落
、
右

側
は
超
過
需
要

(
M
V
o
)
で
あ
る
た
め
、
利
子
率
の
上
昇
が
あ
る
。
こ

流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

格
の
上
昇
、
従
っ
て
利
子
率
の
下
落
が
あ
り
、
右
側
で
は
超
過
供
給

(
B

検
討
す
る
た
め
、
こ
の
仮
説
囚
と
岡
を
そ
れ
ぞ
れ
吟
味
す
れ
ば
、
次
の
よ

説
と
は
対
立
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
も
っ
と
詳
細
に

と
す
る
な
ら
ば
、
セ
ク
タ

I
I
I
と
IVa
で
は
、
流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金

ー

K
2
(
Bー

L
)

．

d
r
 

d
t
 

K
2
>
。

て
お
り
、

B
B
曲
線
の
左
側
は
超
過
需
要

(
B
>
0

)

で
あ
る
た
め
債
券
価

る
、
即
ち

下
げ
ら
れ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
は
他
の
二
つ
の
市
場
に
つ
い

(

6

)

 

て
も
考
え
ら
れ
る
。
債
券
市
場
の
市
場
均
衡
曲
線
は

B
B
曲
線
で
示
さ
れ

(B) 

-
K
1
(
M
4ー

Mo),

d
r
 

d
t
 

K
1
>
。

よ
り
右
側
で
は
超
過
供
給

(
C
A
 0
)

の
状
態
に
あ
る
た
め
価
格
は
引
き

あ
る
の
で
価
格
は
引
き
上
げ
ら
れ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た

C
C
曲
線

凶

仮
定
し
た
上
で
始
め
て
商
品
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
価
格
水
準
を
決
定
し
う

る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
種
々
な
利
子
率
に
対
応
し
て
商
品
市
場

を
均
衡
さ
せ
る
価
格
水
準
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
利
子
率
と
価

C

5

)

 

格
と
の
関
係
を
示
し
た
の
が
第
一
図
の

C
C
曲
線
で
あ
る
。

c
c
曲
線
よ
り
左
側
で
は
商
品
市
場
が
超
過
需
要

(
C
>
O
)

の
状
態
に

の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、

そ
し
て
、

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
利
子
率
が
あ
る
水
準
に
留
ま
る
と

げ
て
説
明
す
れ
ば
、
商
品
市
場
は
均
衡
し
て
い
て
も
、

一
義
的
に
価
格
を

．．
 

そ
れ
で
以
っ
て
、
個
々
の
市
場
だ
け
で
利
子
率
と
価
格
の
一
般
均
衡
水
準

を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
閻
式
の
商
品
市
場
を
採
り
上

芦）
0
0
)
 

(

8

)

 

れ
ら
利
子
率
と
価
格
の
変
化
す
る
方
向
は
、
第
一
図
の
六
つ
の
セ
ク
タ
ー

(

9

)

 

で
そ
れ
ぞ
れ
矢
印
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
図
よ
り
、
セ
ク
タ
ー
Ila
と
IVa
を
除
く
他
の
セ
ク
タ
ー
、
即
ち
ー
、

11
、

m、
IVI
で
は
相
反
す
る
作
用
が
な
く
、
利
子
率
と
価
格
と
は
均
衡
点

ヘ
右
廻
り
で
収
敏
し
て
行
く
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
セ
ク
タ
ー

11
と

IVa
で
は
必
ら
ず
し
も
調
和
し
な
い
。
例
え
ば
、
セ
ク
タ
lvra
で
は
、
貨
幣

市
場
も
債
券
市
場
も
超
過
供
給
の
状
態
に
あ
る
。
従
っ
て
、
利
子
率
に
は

引
き
下
げ
と
引
き
上
げ
の
両
方
の
作
用
が
働
い
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
ど

貨
幣
の
需
給
関
係
で
利
子
率
を
説
明
す
る
の
が
流
動
性
選
好
説
で

あ
る
、
即
ち

債
券
の
需
給
関
係
で
利
子
率
を
説
明
す
る
の
が
貸
付
資
金
説
で
あ

一
四
三
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c
貨
幣
の
超
過
需
要
は
、
そ
の
反
面
と
し
て
債
券
の
超
過
需
要
で
あ

給
が
ど
の
よ
う
に
し
て
利
子
率
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
様
の

(
1
0
)
 

こ
と
は
仮
説
個
に
つ
い
て
も
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
実
質
残
高
が
過
剰
な

状
態
、
即
ち
貨
幣
市
場
が
超
過
供
給
の
場
合
、
債
券
市
場
は
ど
う
し
て
超

過
供
給
の
状
態
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
逆
の
場
合
も
成
立
す
る
。
こ
の

矛
盾
を
解
決
す
る
方
法
は
二
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
の
方
法
と
し
て
は
、

に
、
債
券
市
場
が
超
過
供
給
の
状
態
に
あ
る
場
合
、
貨
幣
市
場
の
超
過
供

券
市
場
が
超
過
需
要
の
状
態
に
あ
る
場
合
、
貨
幣
市
場
の
超
過
需
要
が
ど

の
よ
う
に
し
て
利
子
率
の
上
昇
を
も
た
ら
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
逆

に
な
る
。
し
か
し
、
債

r
 

。

率
の
下
落
と
い
う
こ
と

昇
、
超
過
供
給
は
利
子

と
も
、
貨
幣
市
場
の
超

過
需
要
は
利
子
率
の
上

よ
う
な
状
態
に
あ
ろ
う

第 1図

か
ら
見
て
い
る
も
の
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
真
の

物
を
別
の
視
点
か
ら
、
即
ち
前
者
は
貨
幣
市
場
か
ら
、
後
者
は
債
券
市
場

り
、
先
の
矛
盾
は
解
決
さ
れ
、
流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
と
は
同

る
。
換
言
す
れ
ば
、
仮
説
c
に
よ
れ
ば
、

M
M曲
線
と

B
B
曲
線
と
は
一

致
し
て
、
セ
ク
ク
l
I
I
と
IVa
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
利
子
率
は
下
落
し
て
来
る
。
逆
は
逆
で
あ

と
が
一
致
し
な
い
と
い
う
こ
と
の
間
に
矛
盾
は
な
い
。
従
っ
て
、
債
券
市

場
に
超
過
需
要
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
貨
幣
市
場
に
超
過
供
給
が
あ
る
と
い

の
中
で
の
個
々
の
構
成
要
素
、
例
え
ば
、
債
券
に
関
し
て
の
資
産
と
負
債

ば
、
債
券
市
場
が
ど
の

と
仮
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
c
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
四
式

か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
計
画
せ
る
総
負
債

(Md
+L)
が
計
画
せ
る
総

資
産

(Mo+
B
)
に
い
つ
も
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
資

産
と
負
債
の
総
計
が
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
も
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら

Md +L111 Mo +
B
 

又
は M

dー

Mo111 B
-
L
 

ま
ず
仮
説
凶
に
よ
れ

う
に
な
る
、

c
 

る
、
即
ち

鵬
西
大
學
『
経
済
論
集
』
第
一
四
巻
第

p
 

0
 
3
)
 

露

り
、
貨
幣
の
超
過
供
給
は
そ
の
反
面
と
し
て
債
券
の
超
過
供
給
で
あ

一
四
四
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流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

M
d
-
M
o
 111(csー

C
d
)
+（
B

ー

L
)

供
給
を
反
映
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち
、

ぎ）

る
。
貨
幣
の
超
過
需
要
と
い
う
の
は
、
⑨
式
よ
り
、
商
品
と
債
券
の
超
過

説
個
に
関
し
て
は
債
券
の
超
過
供
給
の
意
味
を
考
え
て
み
る
こ
と
で
あ

な
い
。
そ
れ
は
、
仮
説
凶
に
関
し
て
は
貨
幣
の
超
過
需
要
の
意
味
を
、
仮

zo 

d
r
 

dt 

accordi点
g
to 
K
1
 AV K
2
 

＞。

d
P
 

と
な
り
、
セ
ク
タ

IIVa
で

は

~

「

AVo 

d
r
 

dt 

according to 
K
2
A
V
 K
1
 

こ
れ
よ
り
、
仮
説
囮
を
取
り
去
り
、
今
―
つ
の
方
法
を
考
え
ね
ば
な
ら

線
が
存
在
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

の
に
対
し
、
商
品
市
場
が
い
つ
も
均
衡
し
て
い
る
な
ら
ば
、
価
格
水
準
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
更
に
は
利
子
率
も
決
定
で
き
な
く
な
り
、
体

系
は
非
決
定
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
第
一
図
か
ら
C
C
曲
線
は
な
く
な

り
、
B
B
曲
線
と
M
M
曲
線
と
が
一
致
し
て
、

一
本
し
か
市
場
均
衡
曲

の
意
味
づ
け
で
あ
る
、

Kl
は
貨
幣
市
場
で
の
超
過
需
要
が
利
子
率
の
変
化

に
及
ぽ
す
程
度
で
あ
り
、
応
は
債
券
市
場
で
の
超
過
供
給
が
利
子
率
の
変

化
に
及
ぽ
す
程
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、
K
1
>
K
2
の
場
合
に
は
、
債
券
よ

選
好
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

d
P
 

罰
式
に
よ
り
、
セ
ク
タ
ー
止
で
は
ー
>
O
で
あ
る
た
め
、

dt 

り
も
貨
幣
を
、
K
2
>
K
1
の
場
合
に
は
、
貨
陪
よ
り
も
依
券
を
よ
り
強
く

1

1

1

 K
a
(
C
d
-
C
s
)
 

d
P
 

dt 

K
a
>

。

逗

IIVo 

1
 

1
 

K
z
 

K
1
 

と
い
う
関
係
が
出
て
来
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

る
、
即
ち

回
価
格
は
、
主
と
し
て
商
品
市
場
の
需
給
関
係
に
よ
り
説
明
さ
れ

一
四
五

(
3
0
)
 

醤

d
r
 
1
 

1
 

1
 
1
 

d
P
 

珀
ー
一
吋
ー
t
「
)
1
1
t
i
7「

c
c
曲
線
は
存
在
し
な
く
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
仮
説
囮
を
設
け
れ

ば
、
⑨
式
よ
り
C
d
ー
C
s
=
:
O
即
ち
商
品
市
場
は
い
つ
も
均
衡
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
商
品
市
場
が
い
つ
も
均
衡
状
態
に
あ

る
の
な
ら
ば
、

B
1
L
I
l
l
(
C
d

ー

C
•
)＋（
M
d
-
M
o
)
 

(
1
1
)
 

こ
れ
よ
り
、
仮
説
凶
、
⑱
、
⑪
に
よ
り

で
あ
る
た
め
、

超
過
需
要
を
反
映
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
即
ち

毯 ミ （詰）

同
じ
よ
う
に
、
債
券
の
超
過
供
給
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
商
品
と
貨
幣
の
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の
分
析
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
は
、
こ
の
古
典
派
的
世
界
か
ら
脱
却
的
な
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
商
品
市
場
の
市
場
均
衡
曲
線

た
そ
の
分
け
方
に
よ
り
利
子
率
と
価
格
が
ど
の
よ
う
に
動
く
か
に
つ
い
て

る
。
換
言
す
れ
ば
、
商
品
市
場
を
均
衡
さ
せ
る
利
子
率
と
所
得
と
の
一
義

定
の
所
得
を
消
費
支
出
と
投
資
支
出
へ
ど
の
よ
う
に
振
り
分
け
る
か
、
ま

る
水
準
に
あ
る
と
仮
定
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
所
得
を
決
定
し
う

古
典
派
的
世
界
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
で
の
問
題
は
、

一
義
的
に
所
得
と
利
子
率
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
利
子
率
が
あ

こ
れ
ま
で
の
分
析
は
全
て
完
全
雇
傭
、
従
っ
て
実
質
所
得
一
定
と
い
う

て
、
利
子
率
は
唯
―
つ
の
だ
け
の
市
場
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
全

(
1
3
)
 

て
の
市
場
間
の
相
互
作
用
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
―
つ
の
市
場
の
均
衡
だ
け
で
以
っ
て
、
利
子
率

．．
 

と
所
得
の
一
般
均
衡
水
準
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
帥

式
の
商
品
市
場
に
つ
い
て
説
明
す
れ
ば
、
商
品
市
場
が
均
衡
し
て
い
て
も

を
類
別
し
ょ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。

一
般
均
衡
理
論
の
論
理
か
ら
し

れ
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
結
論
は
、

Ki
と
氏
に
関
し
共
に
ゼ
ロ
で
な

い
と
い
う
仮
説
囚
と
岡
か
ら
出
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
利
子
率
の

動
学
的
運
行
径
路
が
異
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
で
以
っ
て
利
子
理
論

(
3
3
)
 

(
3
2
)
 

は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
分
類
は

K
2
1
1
0
か

K
1
110 
に
よ
っ
て
な
さ

(
3
1
)
 

を
流
動
性
選
好
説
か
貸
付
資
金
説
か
と
い
う
よ
う
に
分
類
し
う
る
も
の
で

需
要
函
数
に
よ
る
均
衡
条
件
は
、

Mo 

E
(
Y》

t
|）ー
Y1102

p
o
 

B
(
Y
,
 +• 
~) 

110》

L
（只

r」

K)ー

4
p
1
1
0

p
o
p
o
 

と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
が
均
衡
し
て
い
る
と
し
て
も
、
先

い
う
こ
と
だ
け
を
考
え
う
る
。
勿
論
、

k1AVK2
に
応
じ
て
利
子
理
論

子
率
の
変
動
を
見
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
市
場
で
の
超
過

が
ヽ

K
1
>
K
2
の
場
合
よ
り
も
、
均
衡
へ
の
収
敏
が
早
い
で
あ
ろ
う
と

の
場
合
に
は
凶
の
方
向
へ
動
学
的
運
行
は
進
ん
で
行
く
傾
向
に
あ
る
。
従

(
1
2
)
 

っ
て
、
動
学
的
安
定
条
件
が
成
立
す
る
限
り
、

K
1
 A
 K2
の
場
合
の
方

で
な
く
、
所
得
水
準
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
通
じ
て
、
利

こ
こ
で
の
問
題
は
、
所
得
を
消
費
支
出
と
投
資
支
出
へ
振
り
分
け
る
だ
け

う
に
貨
幣
供
給
量
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
と
し
ょ
う
。
従
っ
て
、

と
は
で
き
な
い
。
唯
、

K
1
A
K
2
の
場
合
に
は
個
の
方
向
へ
、

K
1
>
K
2

考
え
て
み
よ
う
。
但
し
、
そ
こ
で
は
価
格
が
変
化
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
よ

と
な
る
。
こ
こ
で
我
々
は

K
1
AVK2 
に
関
し
先
験
的
に
何
も
述
べ
る
こ

縣
西
大
學
『
経
清
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
号

し
て
、
雇
傭
量
及
び
実
質
所
得
の
変
動
す
る
ケ
イ
ン
ズ
的
世
界
に
つ
い
て

一
四
六
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で
は
超
過
供
給

(
B
A
0

)

で
あ
る
た
め
利
子
率
は
上
昇
せ
ん
と
す
る
で

(

1

7

)

 

あ
ろ
う
。
貨
幣
市
場
の
市
場
均
衡
曲
線
は

L
L
曲
線
で
示
さ
れ
て
お
り
、

き
下
げ
ら
れ
、
右
側
で
は
超
過
需
要

(
M
V
o
)
で
あ
る
た
め
、
利
子
率

は
引
き
上
げ
ら
れ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
図
で
、
こ
れ
ら
利
子
率
と

流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

そ
れ
よ
り
左
側
で
は
超
過
供
給

(
M
A0
)

で
あ
る
た
め
、
利
子
率
は
引

↑
 

(C>O,B>O ;o) 
r 

叶T
四士(C>~B<O,M<Ol 

せ
ん
と
す
る
し
、
下
方

゜

L
 

る
た
め
利
子
率
は
下
落

一
四
七

に
、
動
学
的
安
定
条
件
が
成
立
す
る
限
り
、
利
子
率
の
動
学
的
運
行
径
路

と
い
う
関
係
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
先
と
同
じ
よ
う

需
要
(
B
>
0

)

で
あ

と
す
れ
ば
、
仮
説
囚
、
個
と
囮
及
び
圃
式
に
よ
り
、

ぼ
4（
ド
—
」
ー)
1
1
」
ー
・i
t

d
t
 

K
2
 

K
1
 

K
4
 
d
t
 

毬

L
4
(
C
dー

C
'
)

d
Y
 

d
t
 

K
4
>
。

(
3
4
)
 

即
ち

囮
所
得
は
主
と
し
て
商
品
市
場
の
需
給
関
係
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
、

れ
よ
り
上
方
で
は
超
過
め

第 2 図

で
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

は
非
決
定
と
な
り
、
仮
説
c
を
持
っ
て
来
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た

L
 

る
。
債
券
市
場
の
市
場

(

1

6

)

 

均
衡
曲
線
は

N
N
曲
線

N
N
曲
線
は
一
致
し
、

I
S
曲
線
は
存
在
し
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
体
系

こ
の
矛
盾
の
解
決
策
と
し
て
、
仮
説
c
を
持
っ
て
来
れ
ば
、

L
L
曲
線
と

に
つ
い
て
も
成
立
す

s
 
＞
贔

と
は
他
の
二
つ
の
市
場

(
1
4
)

（

15) 

を
示
し
た
の
が
第
二
図
の
I
S
曲
線
で
あ
る
。
こ
の
I
S
曲
線
よ
り
左
側
で

る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
こ

右
側
で
は
超
過
供
給

(
C
A
0

)

に
な
る
た
め
、
所
得
は
下
降
せ
ん
と
す

即
ち
所
得
は
上
昇
せ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

I
S

曲
線
よ
り

は
商
品
市
場
が
超
過
需
要

(
C
>
0

)

の
状
態
に
あ
る
た
め
、
生
産
量
、

所
得
水
準
の
変
化
の
方
向
は
矢
印
で
示
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
曲
線
が
同

(
1
8
)
 

一
点
で
交
わ
る
の
は
、
先
と
同
じ
よ
う
に
、
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
に
よ
る
。

第
二
図
よ
り
、
セ
ク
タ
lVIa
と
如
を
除
く
他
の
セ
ク
タ
-
>
、

VIb
、
Vil
、

励
で
は
、
相
反
す
る
作
用
が
働
か
ず
、
利
子
率
と
所
得
水
準
は
均
衡
点
へ

向
っ
て
右
廻
り
で
収
敏
し
て
行
く
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
先
の
場
合
と

同
じ
よ
う
に
、
セ
ク
タ
IVIa
と
如
で
は
互
い
に
相
反
す
る
作
用
が
働
ら
い

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
仮
説
凶
と
岡
と
の
間
に
は
矛
盾
が
生
じ
て
来
る
。
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に
つ
い
て
二
つ
の
も
の
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
二
つ
の
径
路
の

鵬
西
大
學
『
経
済
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
号

中、

K
1
>
K
2
の
場
合
の
方
が
、

K
1
A
K
2
の
場
合
よ
り
、
収
敢
速
度
が

(

1

9

)

 

速
い
で
あ
ろ
う
。

註

(
1
)

こ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
に
よ
り
提
起
さ
れ
、
ス
ト
ッ
ク
・
フ
ロ
ー

論
争
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

L
.
R
•Klein, 
"
S
t
o
c
k
 a
n
d
 

F
l
o
w
 A
n
a
l
y
s
i
s
 
i
n
 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
"
 
Econometrica, 
J
u
l
y
 

1
9
5
0
.
 

(
2
)
こ
の
モ
デ
ル
は
彼
の
主
著
で
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
要
目
は
拙
稿
「
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
理
論
の
検
討
・
再

論
」
（
『
六
甲
台
論
集
』
八
巻
四
号
所
収
）
で
述
ぺ
た
の
で
詳

論
は
省
く
。

(
3
)

こ
こ
で
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
の
両
方
の
概
念
を
混
入
さ
せ
て

い
る
、
即
ち
フ
ロ
ー
と
し
て
の
所
得
と
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
実

質
残
高
で
あ
る
。
こ
の
混
入
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
が
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
は
各
経
済

主
体
の
行
動
が
こ
の
フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
の
両
方
の
要
因
に
影

響
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
問
題
は
ス
ト
ッ

ク
と
し
て
の
実
質
残
高
に
何
故
影
響
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
あ

る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
論
争
に
関
連
す
る

と
共
に
、
最
近
の
貨
幣
的
経
済
理
論
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
資

産
選
好
の
考
慮
と
い
う
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
左
記
を
参
照
さ
れ
た
し
。

F.

Modigliani, 
"
T
h
e
 

M
o
n
e
t
a
r
y
 M
e
c
h
a
n
i
s
m
 a
n
d
 Its Interaction w
i
t
h
 R
e
a
l
 

P
h
e
n
o
m
e
n
a
,
 
R
e
v
i
e
w
 
o
f
 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 
a
n
d
 
Statistics, 

Feb., 1
9
6
3
・
p
.
 7
9
.
 

(
4
)
次
の
定
式
は
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
が
示
し
た
も
の
と
異
な
っ
て
い

る
が
、
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
様
な
変
更
を
し
た
の

は
、
終
り
の
数
学
附
録
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(
5
)

こ
の

C
C
曲
線
は
閥
式
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

⑭
式
を

P
に
関
し
徴
分
す
れ
ば
、

F
2

．
苧
—
誌Fa11 0
 :.¾=~ 

・
{
^
。

と
な
り
、
右
下
り
の
曲
線
と
な
る
。

(
6
)
こ
の

B
B
曲
線
は
個
式
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

USl式
を

P
に
関
し
微
分
す
れ
ば
、

ー

曲

・

事

1
誌
LB811
0
 

:.-¥i, 11
ー
這
疇
．
沿
＞
。

と
な
り
、
右
上
り
の
曲
線
と
な
る
。

(
7
)
こ
の

M
M曲
線
は
⑯
式
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

⑯
式
を

P
に
関
し
微
分
す
れ
ば
、

ぶ

iー
津

ぶ

＋

非

I
I
O

＞
。

.
d
r
ー
ー

Mo(lー
ぶ
）

:
~
_
P
2
L
2
 

と
な
り
、
右
上
り
の
曲
線
と
な
る
。

0
8
)
こ
れ
は
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
第
二
図
で
あ
る

C

な
お
、
バ
テ
ィ

一
四
八
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ン
キ
ン
の
図
で
は
セ
ク
タ
ー

IVa
で
の
凶
と
圏
と
が
反
対
に
つ
い

て
い
．
る
の
で
、
本
稿
で
は
正
し
い
符
号
に
つ
け
か
え
た
。
・

(
9
)
三
つ
の
曲
線
が
同
一
点
で
交
わ
る
の
は
、
第
一
節
で
説
明
し

た
よ
う
に
、
ワ
ル
ラ
ス
の
法
則
に
よ
り
、
利
子
率
と
価
格
の
一

般
均
衡
水
準
が
一
義
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

M

M
曲

線
が

C
C
曲
線
と

B
B
曲
線
の
間
を
通
る
の
は
、
⑨
式
よ
り
判

明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
貨
幣
市
湯
が
均
衡
し
て
い
る
場
合

(
M
d
ー
M
o
=
0

)
、
商
品
市
湯
が
超
過
供
給

(
C
A
O

)

な
ら

ば
、
債
券
市
場
は
超
過
需
要

(
B
>
O
)
~
な
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
逆
は
逆
だ
か
ら
で
あ
る
。

(10)
こ
の
点
に
つ
い
て
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
説
明
を
加
え
て
い
な
い

が
、
当
然
、
こ
の
主
張
を
な
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
バ

テ
ィ
ン
キ
ン
の
目
的
は
全
般
的
な
理
論
体
系
を
示
す
こ
と
よ
り

も
、
ク
ラ
イ
ン
ヘ
の
反
論
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
、
貨
幣
市

湯
中
心
の
仮
説
凶
へ
の
批
判
に
分
析
が
集
中
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
以
下
の
議
論
に
於
い
て
も
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
が
充
分
分
析

し
て
い
な
い
個
所
は
、
私
が
分
析
を
補
っ
て
展
開
し
て
い
る
。

(
1
1
)

こ
の
様
な
分
析
を
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
し
て
い
な
い
が
、
前
註

で
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
ク
ラ
イ
ン
ヘ
の
批
判
が

目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仮
説
凶
を
論
破
す
る
た
め
、

M
dー

M
o1
1
1叶
・
卓
＋
叶
・
退
~

と
い
う
式
を
展
開
し
て
、
貨
幣
の
超
過
需
要
は
利
子
率
と
価
格

流
動
性
選
好
説
と
貸
付
資
金
説
（
貞
木
）

1
ー

0

d
r
 

d
Y
 

F
1
+
m
 

一
四
九

の
両
者
へ
影
響
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
商
品
市
場
、
債
券
市
湯

ヘ
波
及
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

以
下
の
展
開
は
全
く
私
自
身
の
見
解
で
あ
っ
て
、

Ki
と
応
を

較
ぺ
る
と
い
う
分
析
は
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
に
は
見
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
般
均
衡
論
者
と
し
て
の

パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
、
当
然
こ
の
よ
う
な
分
析
を
展
開
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

(12)
動
学
的
安
定
条
件
の
展
開
は
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
論
文
で
は

な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
主
著
と
の
関
連
に
於
い
て
、
終
り
に
数

学
附
録
と
し
て
示
す
。
そ
の
分
析
方
法
は
左
記
に
よ
る
、

P. 
S
a
m
u
e
l
s
o
n
 ;
 Fo
u
n
d
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
 A
n
a
l
y
s
i
s
 

1
9
5
3
,
 

pp. 2
6
9ー

7
6
.

(
T
h
e
 
Stability 
of 
M
u
l
t
i
p
l
e
 

M
a
r
k
e
t
s
)
 

(13) 
D. 
P
a
t
i
n
k
i
n
;
 
M
o
n
e
y
,
 Interest 
a
n
d
 Prices, 
pp. 2
5
6
 

ー

6
7
・

(14)
こ
の
第
二
図
の
中
の
記
号
は
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
に
よ
り
示
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
私
が
記
入
し
た
。

(15)
こ
の

I
S
曲
線
は
帥
式
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

即
式
を

y
に
関
し
て
敏
分
す
れ
ば
、

A
0
 

.
d
r
ー

1
ー

F
1

:
7
ー
—

T
i
l

と
な
り
、
右
下
り
の
曲
線
と
な
る
。
な
お
、
こ
れ
は
ヒ
ッ
ク
ス
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開
西
大
學
『
経
漬
論
集
』
第
一
四
巻
第
一
号

の
I
S

曲
線
と
同
じ
で
あ
る
。

(16)
こ
の

N
N
曲
線
は
閲
式
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
債

券
価
格
の
変
化
は
、
債
権
者
と
債
務
者
へ
同
じ
程
度
の
債
権
効

果
と
債
務
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
中
立
的
な
配
分
効
果
を
仮

定
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
一
定
水
準
の
利
子
率
の
も
と
で
の
所

得
に
の
み
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

N
N
曲

線
は
水
乎
線
と
し
て
画
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
こ
の
よ
う

な
説
明
を
バ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
何
ら
し
て
い
な
い
が
、
「
あ
る
単

純
化
仮
定
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
な

ぉ
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
主
著
ニ
ニ
七
ー
ニ

八
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
し
。
そ
こ
で
は

p
p
曲
線
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
）

(17)
こ
の

L
L
曲
線
は
閲
式
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

閲
式
を

y
に
関
し
て
微
分
す
れ
ば
、

L
1
 
,-＇ぶ手

11
0
 

:.fy-1
1
1

坪＞。

と
な
り
、
右
上
り
の
曲
線
と
な
る
。
な
お
、
こ
れ
は
ヒ
ッ
ク
ス

の

L
M曲
線
と
同
じ
で
あ
る
。

(18)
こ
れ
ら
三
つ
の
曲
線
の
位
置
関
係
も
、
先
と
同
じ
よ
う
に
、

⑨
式
に
よ
り
判
明
す
る
。
前
註
⑨
を
参
照
さ
れ
た
し
。

(19)
前
註

Ullと
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
分
析
の
展
開
は
パ
テ

ィ
ン
キ
ン
に
な
い
。

し
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
の
論
究
は
充
分
説
得
的
な
も
の
で
は
な

こ
の
よ
う
な
説
明
よ
り
、

パ
テ
ィ
ン
キ
ン
の
結
論
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
貸
付
資
金
説
と
流
動
性
選
好
説
と
の
相
違
は
、
最
初
に
述
べ
た
三
つ

の
問
題
に
関
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
に
よ
ろ
う

こ
の
よ
う
な
結
論
が
出
て
来
る
の
は
、
パ
テ
ィ
ン
キ
ン
が
考
え
て
い
る

モ
デ
ル
の
一
般
均
衡
理
論
に
よ
る
分
析
方
法
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
モ
デ
ル
が
、
実
物
経
済
と
貨
幣
経
済
へ
完
全
に
二
分
化

さ
れ
ず
、
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
一
般
均
衡
理
論
の

実
物
経
済
と
貨
幣
経
済
を
相
互
依
存
的
な
関
係
に
お
い
て
い
る
か
な
め
は

な
お
、

組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
す
る
。

パ
テ
ィ
ン
キ
ン
は
、
貸
付
資
金
説
と
流
動
性
選
好
の
相
違
点

を
、
牛
先
の
三
つ
の
問
題
点
に
関
し
て
で
な
く
、
別
の
視
点
に
於
い
て
認
め

あ
る
。
前
者
は
長
期
の
理
論
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
短
期
の
理
論
と

ん
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
二
つ
の
理
論
で
採
ら
れ
て
い
る
期
間
の
長
さ
で

実
質
残
高
効
果
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
次
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
れ
と
取

分
析
方
法
を
用
い
れ
ば
当
然
出
て
来
る
べ
き
帰
結
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

と
も
、
同
じ
結
果
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
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